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２月２１日に、理事会を行ないます。
理事の方以外の出席も大歓迎です。理事会終了後に
は、新年会(？)も行ないますので、そちらの参加も
お待ちしております。

　　理事会　２月２１日土曜日　１８：３０〜
　　　　　　熊本市中央公民館　研修室
　　　　　　（理事会終了後、懇親会）

資料等の準備がありますので、参加希望の方は、メ
ールかお電話で、事前にご連絡ください。

INFOMAT
ION

■

御　礼

リーダー会の運営のために、寄付をいただきまし
た。
会へのご理解と、心暖かいご好意に、この場を借
りて、御礼申し上げます。

玉城文明　様　　吉本直樹　様

新入会

川崎みなみ 様

堀碧衣 様

中村遥菜 様

玉城文明 様

会員募集中です。リーダー会に向いていそうな方の
ご入会をお待ちしております。

リーダー会ブログ始めました。是非ご覧ください！
http://ksfl-web.chicappa.jp/blog/

　私は平成13年度に"翼"に団員として
参加しました。それが、リーダー会に
関わることになった１番最初の出来事
です。
"翼"に参加した時から、ずっとリーダ
ーになりたいと思っていました。そし
て去年リーダー会に関わることができ
、HOPSTEPCAMPで初めてリーダーを
やることができました。
　まだ、リーダー会に入って数ヶ月し
かたってなくわからないことばかりで
すが、企画部員として頑張っていきた
いと思います。みなさんよろしくお願

　リーダー会に入って10年が過ぎました。
でも特に大したことはしていません。
　ただ、沖縄で事故に巻き込まれて病院に
行ったり、小値賀で熱発して病院に行った
りとたくさんの経験をしました。
　その中でも、一番思い出に残っているこ
とが、友好の翼にチーフで参加したことで
す。本番中は多少のハプニングはありまし
たが、あの猛暑の活動の中、合計睡眠は10
時間もなく、はっきり言って激務でしたが
、メンバーに恵まれたこともあり、一番成
長することができた活動になったと思いま
す。
　ただ、僕は３キロやせて帰ってきました(
笑)ダイエットにも最適です。

リーダー会に入ったきっかけ

活動レポート：「 熊本県少年の船リーダー会についての学習会」

リーダー会での一番の思い出

今年度も、リーダー会T−
シャツを作成をする予定
です。詳細が決まり次第
、ご連絡差し上げますの
で、T-シャツに興味のあ
る方は、事務局までご連
絡ください。

企画部：川崎みなみ

理事：鎌田証

[ 事務局 ]〒861-4417 下益城郡美里町払川 1675）

「熊本県少年の船リーダー会の歴史」

　　　　　　　　　　　　 （講師：岐部則夫顧問）

　リーダー会の結成から今までの活動で、どんな目的を

持って結成したのか、また活動をするにあたりどんな風

に考案し、計画し、行動したのかなど今後の私たち役員

の活動に大きく関わってくる講演でした。この講演を聞

いてこれから新役員である私たちはこれまでのリーダー

会の良いところはより良く、悪いところは改善していか

なければならないと感じました。

「Boo にとってのリーダー会 〜10 年間を振り返り〜」 　

　　　　　　　　　　　　　　　（講師：河野あゆみ）

　リーダー会に 10 年間も関わり、その中で感じた「"組

織"の中で今の自分にできること」「"大人"と関わること」

「"子供 "と関わること」 「リーダー会の素晴らしさ」など

たくさんのことを自分自身の経験も交えながら話してい

ただき、今後このリーダー会に自分も関わっていけるの

が楽しみになりました。いつか私が「自分にとってのリー

ダー会 〜10 年間を振り返り〜」とかできるぐらいリー

ダー会と関わっていきたいと思いました。

 

「なぜ野外活動なのか？」 （講師：中熊和典）

　キャンプを参加者である子どもサイドから、ま

た保護者サイドから見ることによって、私たち

リーダーがすべきことが明確に見えてきました。

子どもや保護者がキャンプに望んでいること、

キャンプだからこそできること、班付きリーダー

としてしなければならないこと。これらすべて基

本的なことであり、かつ最も大事なことであると

再確認しました。

　今回の学習会によってそれぞれが役員としての

自覚を持ち、今後役員として何をすべきか目標を

見つけることが出来たように思いました。

 （以上　広報：中村遥菜）
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